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（資相）　『国勢凋査』各年版
　　　　　　図5－2　朝鮮人人口の年齢構成（川崎市）
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　16　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム1
事業の展開に利用された。しかし，事業に成功したのは一部の朝鮮人にすぎない。
　朝鮮人は植民地出身者であるとして蔑視されたが，戦前はまがりなりにも「国民」であり，定
住の過程で社会的上昇も観察された（外村1998）。しかし戦後は一転，朝鮮人は「外国人」であ
るからとして，国民に付与される権利や機会から公然と閉め出された。帰化しない限り日本で生
まれ育っても外国人であることに変わりはなく，就業できる仕事も同胞の経営する零細工場など
に限られていた。そのため，現在40歳代後半以上の年齢の朝鮮人2世に顕著に観察されること
であるが，不本意な職業にっかざるを得なかったとする者が多い（金他1995）。1980年代以降活
発になった朝鮮人の権利要求運動の成果を受けて，3世，4世の就職事情は良くなってきている
が，外国人の生活権に対する行政の関心はいまだに低い。
おわりに
　以上みてきたように，在日朝鮮人1世は生きるために朝鮮から日本へ，そして日本国内を移動
した。1950年代日本の経済復興が軌道にのり，工業地帯は活性化をみせ，人々は大都市への移
動を始めた。オリンピック景気や，1960年後半の列島改造ブームの公共事業の活性化を反映し
て朝鮮人は言うに及ばず，出稼ぎの日本人も多数，田島地区に流入してきた。しかし，京浜工業
地帯に隣接したこの地域は，ばい煙，騒音，排気ガスがあふれた未舗装のいりくんだ小路と密集
した住宅地であり，川崎市の「貧困地帯」であった。現在この地域の環境は格段によくなったが，
臨時工や日雇い人夫等が多く住む地域である。この地域に最近では韓国や東南アジアからの出稼
者の流入が目立っ。生活環境は良いとはいえないが，流入者が住みやすい町なのであろう。川崎
はいわば「寄せ集め」の地域である。ゆえにしがらみが少なく，新しいアイデアを実行しやすかっ
た。在日韓国・朝鮮人と連帯して権利獲得運動を続けている人々の活動も地道に続いているが，
これも工場労働者が多く組合活動も活発で，革新系の議員や教員も多い川1崎という土壌を反映し
ていると思われる。
〈注〉聞き取り調査は，社会福祉法人青丘社を主体として1998年7月から1999年3月の間に行なわれた。
　　筆者は調査会のメンバーとして調査に協力，参加した経緯から聞き取り調査で得られたデータの使用
　　を許可されている。
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